
日
申
平
和
友
好
条
約
交渉
は、
い

わ
ゆ
る
「
溺
権」
問
題を
め
ぐっ

て、
階
織に
奨
り
あ
げ
た
か
の
観
が

あ
る。
一
般
論
とし
て
「
覇
を
替え

ず」
（
毛
沢
東
指
示）
と
か
「
覇
権

を
求
め
ない」
（
日
中
共
同
声
明）

2F

と
か
「
覇
権
主
義に

努
ぷ
反
対
す
る」
（社
会

総
鱗
樹
党訪
中
間
と
中国
側

L手
紙
と
の
共
同
声
明）
と

を一
日一
い
うの
で
あ
れ
ば、

M
1
N
若
零
唱
え
るべ

］叫
腔

川
き
も
の
で
は
ない
の

だ
が、
中
国
側
は、

明
白な
対
ソ
非
難の
文
脈
の
な
か
に

「
務
権」
問
題を
位
置
づ
け
て
い
る

た
め
に
問
題
の
綬
は
深い。

と
こ
ろ
で、
中
国
が
明
白
な
政
治

的
含
意
を
もっ
て
「
爾
権」
とい
う

言
奨を
表
明
し
は
じ
め
た
の
は、

「
い
わ
ゆ
る『
プ
レ
ヲ
ホ
フ・
ド
ク

山……謝
維d
kh一
一…一…ρ一一

漁港
湾
雰ω
みね嶺

ト
リJ
ン』
と
は
申Sc
れも
ない
覇
権

主
義
で
あ
る」
と
語っ
た一
九七
O

年
春
か
ら
で
あ
り、

それだ
け
に、

先
般の
社
会
党
成
回
訪
中
団
が、
そ

の
よ
うな
含
斌
の
もっ
と
も
強
い

「
覇
権
主
義」
とい
う
用語に
お
い

て
中
国
側に
同意
し
たこ
と
は、
そ

の
か
ぎ
りに
お
い
て、
強烈
な
反
y

主
義
の
立
場で
中
国
側に
同
調
し
た

こ
とに
な
る。

「
覇
権」
とい
う
言
葉
が
本
来
の

漢
詩で
は
な
く、
日
本
語
か
ら
の
移

ス
で
あ
り、
従っ
て、
こ
の
言
葉
が

一
般
名
詞
とし
て
で
は
な
く、
明
白

な
政
治
用
穏に
なっ
た
七
の
年
代
の

中
国
の
辞
典
類
（た
と
え
ば「
新
華

字
典」
七一
年
版）
か
ら
は
逆に
こ

の
言
葉
が
消え
て
し
まっ
たこ
と
な

どに
つ
い
て
は、
私
は
すで
に
別
の

とこ
ろ
で
述べ
た
が、
そ
の
後、
謁

ペ
てい
る
と、
毛
沢
策
が一
九
四
六

年
八
月、
「
ア
メ
D
カ
の
記者
ア
ン

中ま

雄ぉ

嶋2
ナ・ルイズ・ストロングとの談

話」
（『
毛
沢
東
選
集』
第
四
巻）

の
な
か
で
「
覇
権」
とい
う
言
葉を

用い
てい
る
こ
とを
穫
認
で
き
た。

「
ソ
速
は
世
界
平
和
の
ま
も
笠
手
で

あ
り、
ア
メ
刀カ
反動
派
が
世界
覇

権
を
打
ち
立
て
る
こ
とを
阻
む
強
大

な
現
繁
で
す」
と
毛
沢
東は
諮っ
て

い
る。
邦
訳
で
は一
般に
こ
の
部
分

は
「
世
界
制
覇」
と
なっ
てい
る

が、
原
文
は
「
期
権」
で
あ
る。
一

九
五三
年
の
「
新
華
宰
典」
初
版
本

が一
般
名
詞
として
「
覇
権」
を
載

せ
てい
る
の
は、
「
すべ
て
の
反
動

派
はハ
Dコ
の
虎
で
す」
とい
う
毛

沢
東
思
想の
出
典
とし
て
知
ら
れ
る

アンナ・ルイズ・ストロング女

史
と
の
こ
の
有
名
な
談窓
の
な
か

に、
「
覇
権」
が
出
てい
た
か
ら
で

あ合つ
が、
そ
れに
し
て
も、
当
時

の
毛
沢
東の
世
界
認
識・
対
ソ
綴
と

今
日
の
そ
れ
と
の
大
き
な
隔
た
り

に、
い
去
さ
ら
な
が
久
鴬
か
ざ
る
を

得ない。
一
つ
の
常
葉の
煮
味
も、

こ
の
よ
うに
変
化
す
る
の
で
あ
る
か

ら、
国
家
百
年
の
計
を
ト
（
ぼ
く）

すべ
き
条
約に
お
い
て
は、
AV
角
険

な
言
葉。
は
禁伺
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い。

（
官民｛京
外
大助
教
授）
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